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  文責 ： 教務課指導班  

 学校で実施されるアンケート等により、学校がいじめを認知している件

数は右図のように年々増えてきています。1000人あたりの件数で比較する

と、全国平均46.5件に対し岩手県は64.1件と大幅に上回っています。こ

れは、いじめの未然防止の第一歩である“気付き”の目が高まっている証

拠です。 

 『いじめ防止対策推進法』では、「気付き」→「組織への報告」が義務付

けられており、組織で対応することで担任等の“抱え込み”を防ぐことに

もつながる大切な法令義務です。 
学校の教職員、地方公共団体の職員その他の児童等からの相談に応じる者及び児童等の保護者は、児童等からいじめに係る相談を

受けた場合において、いじめの事実があると思われるときは、いじめを受けたと思われる児童等が在籍する学校への通報その他の適切な
措置をとるものとする。【いじめ防止対策推進法 第23条】 

【課題❶】自校の「いじめ防止基本方針」
が教職員全員に周知徹底されているか。
形だけのものになってはいないか。 

【方策例】学級活動や道徳の時間に「学校いじめ防
止基本方針」を取り上げ、子ども達が読む時間を
年間指導計画に位置付ける。 

【課題❷】事案発生時の対応等、学校の組
織体制を全教職員が把握しているか。 

～参会者からの感想～ 
 
・高学年の児童と「いじめ防止基本方針」を読み合い、話し合う場を設けたい。 
・子どもの居場所づくり、自己有用感を高めることを心掛けた学級経営の大切さを伝講して 
いきたい。 

・対応する私たちがいじめの定義をしっかり理解していくことで、曖昧な対応ではなく被
害・ 
加害・保護者等への適切な対応になることを強く感じた。 

・「できる限り子どものそばにいる」という行動目標例は、先生方が実践できるものであり
参 
考にしたい。 

・小さな問題でも、いじめ未然防止のために全教職員で情報共有をする必要があると感じ
た。 
・子どもと教師の間に信頼関係が構築されていれば、子どもは心を開いていくと思う。子ど 
もにとって安心できる教師でありたい。 

プロジェクトチーム 授業の概要 学年・単元名 

奥州市立胆沢第一小学校 岩渕宏紀 教

諭 

奥州市立水沢小学校   濱田成樹 教

諭 

奥州市立南都田小学校  藤原美理 教

諭 

〇単元の終末「いかしてみよう」（２店のパン屋の

値引きについて考える場面）に取り組むことで、

これまで培った割合の学習内容を生かして考え、

日常生活に割合の考え方を使おうとする態度を

育てることをねらった授業 

第５学年 

『比べ方を考えよう(2)』 

授業者：岩渕 宏紀 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 今年度の授業力ブラッシュアップ研修会は、授業改善の視点として示された「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業はどうあればよいかをテーマに提案授業及び講義演習を行いました。今号は小学校算数の研修内容について紹介します。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

 

 

≪提案授業≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視点１】単元の最終場面であることから、これまでに身
に付けた数学的な見方・考え方を課題解決に生かした児
童の姿となっているか 

【視点２】割合の考え方を日常生活に生かそうとする児童
の態度が高まったか 

〇前時で学んだ「割引」の考 
え方を授業前段で確認し、 
「２割引きってどういうこ 
と？」の問いに対し「20％ 
分を引く」「80％残る」と 
いった見通しから「自力解 
決→学び合い」へとつなげ 
ました。また、数直線を利用して正しく立式し、値引き後
の値段を求める児童の姿が見られました。 
 
 
 

 

〇振り返りを書く際の 
視点を「この単元を 
を通して、どんな見 
方・考え方が身に付 
きましたか？」とし 
たことで、この時間 
だけでなく、既習の学びと関連付けて振り返る児童の姿 
が見られました。また、日常で目にする割引の表示に対

し、本時の学びを生かそうとする態度
も育ちました。 

 

 

令和３年１２月２７日（月） 

Ｎо．１２【通巻第１７８号】 

文責：教務課指導班 

県 南 教 育 事 務 所 

教 育 情 報 

令和３年度授業力ブラッシュアップ研修会（小学校・算数） 

研修者レポートから（抜粋） 
＊「同じ２割引きなのにパンによって値段が違うのは？」など思考を深める

発問により、働かせたい見方・考え方に迫ることができた授業だった。 

＊使わせたい、考えさせたいことを指導者が意識し、評価規準を明確にする

ことが大切だと感じた。 

＊まとまりで見取り適切に評価することで、指導者の授業改善や児童の学習

意欲の向上につながる。 

＊毎時間の振り返りだけでなく、振り返りの視点を与え、単元の中に意図的

に書く時間を設け、児童の理解度を見取っていきたい。 

プロジェクトチーム 授業の概要 学年・単元名 

奥州市立胆沢第一小学校 岩渕宏紀 教諭 

奥州市立水沢小学校   濱田成樹 教諭 

奥州市立南都田小学校  藤原美理 教諭 

◇活用問題 単元末「いかしてみよう」 
２店舗のパン屋の値引き条件（〇円引き、□割 

引）を理解し、条件によって値引きされる値段が
異なることを学び、日常生活に生かそうとする態
度の育成をねらった授業 

第５学年 割合 

『比べ方を考えよう(2)』 

授業者：岩渕 宏紀 

 

《部会テーマ》 
数学的な見方・考え方を働かせ，主体的に学習に取り組む児童の育成 

～評価場面を明確にした単元の指導を通して～ 
 

【助言・講義】（県南教育事務所 指導主事 小野寺良明） 
〇終末時点で「結局どっちの店で買えば…。」といった、パンの種類（もと値）や店舗（値引き条件）によって割引きされる金額が異なることで

悩んでいる児童がいた。ここから、日常場面を想定して考えていることがうかがえる。 

〇本単元で必要な既習事項が身に付いているかを図る目的を焦点化したレディネステストを作成し、その結果から見えた学級の課題を解決する

ために、実態に即した単元計画を吟味したり授業の展開を工夫したりすることができた。 

〇前時と本時の２時間をまとまりとみて『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』をもとに、「思考・判断・表現②（割合

を日常生活の場面に活用して解決している）」を“指導に生かす評価”、「主体的に学習に取り組む態度②（割合を用いて比べることのよさに気

づき、日常生活に活用しようとしている）」を“記録に残す評価”と設定した。これにより学びの積み重ねを意識した指導をしているか、ま

た、主体的に学習に取り組み、学びを積み重ねた成果が表れているかといった「指導と評価の一体化」が図られる単元及び評価計画となる。 

〇本時の目標を「どのような数学的な見方・考え方を働かせて」「どのような数学的活動を通して」「どのような数学的に考える資質・能力を育

成するのか」の３観点に沿って表現することで、目指す児童像及び指導の柱が明確になる。 

基準量と比較量の関係を捉えている児

童の姿から、これまでに身に付けた割合
の見方・考え方を生かして金額を比較し
ていることが分かります。 

 振り返りを書く際に、これまでのノートを見
返し、単元の学びを改めて確かめています。 


